
令和７年１０月１０日（金） 

諫 早 市 立 明 峰 中 学 校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５・６・７年度 長崎県教育委員会指定 

長崎県「Believe You Can」英語発信力強化先進モデル校指定事業 

グローバル人材の育成 

グローバルな人材の育成を目指した発信力の強化 

研 究 主 題 

～教科横断、体験活動を通して自分の思いを世界に発信できる生徒の育成～  

明峰中学校におけるグローバル人材の定義 

新しい時代において生きる力を身に付けた人材

目指す生徒像（ゴールの姿） 

学びを生活に結びつけ、多くの見方・考え方で自分の思いを世界に発信できる生徒 

具体像 

１．自分が住んでいる地域や国の文化や良さを、学び実感できる。 

３．相手との違いを認め、尊重し、良いところを取り入れて、自分の考えを高めることが 

できる。 

５．他の地域、国の人たちと主体的にコミュニケーションしようとする気持ち、英語力を 

   身に付けることができる。 

２．他の地域や国のことを学び、違いや特徴、良さを学び、実感できる。 

７つのグローバルな視点を大切にした授業づくり 

４．自分の考えや意見、相手に分かりやすく伝える工夫をすることができる。 



 

 

 

「七草」「七夕」「七五三」「七福神」あるいは“ラッキー７”に“虹の７色”。とかく縁起の良いことで知ら

れる「７」の数字ですが、令和「７」年度、明峰中学校に赴任した私が一目惚れしたのは「７つのグローバル

な視点」でした。本校が、過年度研究において熟議の末に生み出したこの７つの視点にどう息を吹き込み、教

育活動にどう根付かせていくか、そのことに責を果たすのが校長として私のなすべきことであると考えた次

第です。 

その結果、この７つの視点を「学校づくり」の切り口として生かすということに辿り着きました。何度で

も立ち返り確認できるよう、また、何度も確認する内に諳んじることができるほど定着するよう、学校経営

グランドデザインにも描きました。つくることが目的、掲げたらおしまいのお題目的な言葉では、７つの視

点たちがかわいそうですから。 

この取組は、校長が変わり、スタッフの半数が入れ替わった「Ｒ７明峰」にとっても有効なものであった

と振り返っています。グローバル教育を担うのはすべての教科の使命であることへの理解をうながすフィル

ターとしての働きもなしました。“全体をどう描き、それぞれにどのようにパートを担わせるか”カリキュラ

ム・マネジメントにおいて校長のなすべきはこの言葉に集約されると思っています。明峰中校長１年生の私

にとっては、学校づくりのよき相棒であった「７つのグローバルな視点」です。お知り置きの程、よろしく

お願いします。 

諫早市立明峰中学校 校 長   岡 野 利 男 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

英語科学習指導案  

７つのＧ視点 

①自分の考え

を持つ 

 

②互いの考え

を比較する 

 

③広めた思考

を再構築する 

 

④共に考えを 

創りあげる 

 

⑤多様な情報

を収集する 

 

⑥多様な手段

で説明する 

 

⑦協働して課

題を解決する 

授業研究部 

グローバルな７つの視点を意識した授業づくり ・・・Ｇ視点を用いて自教科を見直し、教科の意義を探る 

ユニット学習 

教科の本質追究と他教科等との連動（ユニット） 

 ユニット学習とは、２・３週間程度の期間に、「学年教師」また

は「複数の教科（教師）」が協力し、学習内容をゆるやかに（で

きる教科ができる範囲で、無理なく）関連付けて学ばせる学習

である。 

 ユニット学習は 2種類ある。 

 一つは全校ユニット学習。核となる体験的活動や行事のテー

マを意識して、各教科担当がそれぞれの計画のもと、授業をじ

っくり行ったり、授業のスパイスとして生徒に学ばせたりする学

習である。 

 もう一つは教科横断的ユニット学習。一般的な教科横断的

学習で、複数の教科で学んだ知識やスキルを結び付け、関連

付けながら行う学習である。本校では、全校ユニット学習とと

もにユニット学習と称している。 

美術科学習指導案 

中間指導 3回の練り上げの【視点③】 

１回目 誰に伝えたいのか 

２回目 伝えようとする理由はどこにあるか 

３回目 自分の気持ちを乗せて 

・制作の意図を明確にし、相手に伝わ

るように説明させる。【視点⑥】 

・班の中で、自由にディスカッションさ

せることで、発想の手がかりをつか

み、周りの意見をどのように生かし

ていくか発表させる。【視点⑦】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【英語科】上海インターナショナルスクールとの交流（Ｒ６・Ｒ７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバル人材教育の７つの視点を、各教科担当者が、「いつ、どこで、どう生かすか」考えたことは、教科の

本質を追究することにつながり、授業を深い学びへと向かわせることができた。生徒も、７つのグローバルな視

点を意識するようになり、英語科のみならず他教科においても、グローバル人材教育の視点から学ぶ意義を感

じながら授業に臨むことができた。 

一方、全校ユニット学習では、一つの教科による学習よりもまとまったひとくくりの学びを構築することで、生

徒は、ある期間、意識的・波状的にしかも自然に学び、知識等を身に付けることができた。また、教科横断ユニッ

ト学習では、一教科では困難な学習も、複数の教科で授業を相互に関連させることで、内容が充実したり、異文

化を知る等の予想外の教育効果を得たりすることができた。教師として、自教科の意義をある一面で捉えてい

たのではないかと自省するとともに、教科教育が広がる可能性を感じた。 

 

 

             今年度 1 学期に実施した「全校ユニット学習」。核となる行事は、長崎っ子の

心を見つめる教育週間。「命をみつめる」ユニットの名の下、１年音楽「HEIWA の鐘」、美術科「キッズゲル

ニカ」、道徳科「ふたりのこどもたち」、国語科「大人になれなかった弟たちに」等の授業を、前述の教育週間

前後で、できる範囲で無理なく実施した。下の写真は、各学年が命を見つめるユニット実施に向けて自教科

で受け持つ内容等を協議する際、実際に使用したホワイトボードである。 

全校ユニット 

教科研究の扉の向こう側 

教科横断的ユニット 

中国の高校生と直接交流 

◎会って話すことができて、

楽しかった。 

◎自分の英語が通じたことが

嬉しかった。もっと勉強したく

なった。 

◎自分の英語が通じなかっ

た。もっと英語を学んで交流

したいと思った。 

・【英語科】＋【総合的な学習の時間】 

 キッズゲルニカ作成の取組 

・【英語科】＋【保健体育】 

 共にソーラン節を踊る 

【国語科】鎮西学院大学留学生 

R７年 7月 

論語について、10名の留学生へ向

けて英語でプレゼン発表を行った。フ

ァシリテーターは大学教授。生徒から

は、自分たちの作った説明文やそれ

を翻訳した英文が留学生に理解さ

れ、つながりを感じたという意見やこ

れまで以上に英語の学習に取り組

み、コミュニケーションの幅を広げ

ていきたいという声が上がった。 

 

１年生 
２年生 ３年生 



 

 

総合的な学習の時間を、グローバル人材の育成を掲げる教育課程上の「体験・実践の場」と位置づけ、生徒

が地域社会と積極的に関わりながら発信力を高め、国際的な資質を身につけることを目指す。 

【研究主題と総合的な学習の時間のかかわり】 

 

                                               将来 

                                                      グローバル人へ 

 

中学３年  

Act ～ふるさとを発信する～ 

                                                 提案を実現可能な形に磨き 

上げ、行動・発信する。 

 

                                              中学２年  

Design ～ふるさとで学ぶ～ 

                                   諸活動を通して、ふるさとの課題を知り、 

その解決方法について提案する。 

 

中学１年   

Discover ～ふるさとを知る～ 

                        ふるさとの自然や歴史を学び、地域への理解と誇りを深める 

【現３年生のＲ５～７の主な活動】 

１年時 （R5） ２年時 （R６）  ３年時 （R７） 

クロストーク／平和学習／諫早さ

るく／人権学習／総合発表会 

クロストーク／平和学習／職場体

験学習／人権学習／パネルディ

スカッション／総合発表会 

クロストーク／平和学習／長崎市

校外学習／人権学習／総合発表

会  

(１） クロストーク （全年次で実施） 

  目的  ①生徒と地域の企業や大人をつなぐ 

      ②発表や提案活動に向けた課題解決の視点や方法の取得 

       ③一方向の講義ではなく、生徒が主体となって問いを立てる双方向の学びの実現 

                    

 

 

 

 

 

 

 

課題ごとに講師と協働しアイデアを具体化  

多様な視点の獲得と新しい価値の創造 

 

 

生徒が、講師の話の中

で興味を持ったことや悩

みについて質問 
講師は、自らの経験から

生徒の問いに回答、助言 

今後の探究活動に 

つなげる 

 

地域・企業 

 

 

生徒 

地域人材との交流・推進 総合研究部 

ク ロ ス ト ー ク 

クロストーク後

のワークショップ 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=n%2Bdu2jhL&id=B49334057B3C04D28632E173EB7F6BE6BFC47855&thid=OIP.n-du2jhLBqPlXGkt58HKuQHaFO&mediaurl=https%3A%2F%2Fth.bing.com%2Fth%2Fid%2FR.9fe76eda384b06a3e55c692de7c1cab9%3Frik%3DVXjEv%252bZrf%252btz4Q%26riu%3Dhttp%253a%252f%252fgov-online.go.jp%252fuseful%252farticle%252f201903%252fimg%252f02_06.jpg%26ehk%3DbAgwv1AQrzV2eJjbTpNnpIX85E0AIAvmu%252fB9v4PQcwg%253d%26risl%3D%26pid%3DImgRaw%26r%3D0&exph=353&expw=500&q=%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%83%97%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88+%E4%B8%AD%E5%AD%A6%E7%94%9F&form=IRPRST&ck=D4921F25EE947C5B4C404827D68133C3&selectedindex=1&itb=0&cw=1229&ch=590&ajaxhist=0&ajaxserp=0&cit=ccid_VyUrBW6p*cp_4516D24CB5D58D8B281EFA1A90934592*mid_7BD07626CE4B5AD0FD46A681712E9CE5981387B8*thid_OIP.VyUrBW6pCxS!_3CEqIUKk9QAAAA&vt=2


（２） 🏯 諫早さるく（１年次に実施） 

      ８コース：町おこし／SDGs／寺社／水害学習／偉人／キラ☆ビト／防災／福祉 

ふるさとの自然や歴史を調査  

フィールド・ワークや資料収集  

地域の魅力の再発見  

ふるさとへの愛着の醸成  

👉 次年度以降の課題探究の土台を築く 

 

（３） 🏭 職場体験学習（２年次に実施）  

      昨年度、地元のお菓子×お酒×醤油⇨受験生を応援する「やる気おこし」が商品化 

課題をグループごとに発見  

協働して解決策を考案  

地域の職場や団体への提案・発表  

職場での聞き取り調査  

👉 実践的な課題解決力と発信力の強化 

 

（４）🕊 平和校外学習（３年次に実施） 

SDGs・平和をテーマにしたインタビュー  

観光客や市民との生きた情報の収集 

国際交流と地域発信の融合  

自らの言葉での発信  

👉 対話を通じた学びの深化 

 

【地域とともに育む発信の場】 

（１）総合的な学習の時間と各教科等のつながり 

  ①総合×国語科・・・・・・・ 鎮西学院大学の留学生と、孔子の論語についての交流授業 

  ②総合×保健体育科・・・ 鎮西学院大学のサッカー部との交流授業 

  ③総合×英語科・・・・・・・ 鎮西学院大学の留学生及び鎮西学院高校の 

 GEコースの高校生との交流授業 

  ④総合×地域人材・・・・・ ラジオ番組「エール」出演 地域の方々へ取組 

                   の紹介や協力依頼を発信 

  学校支援会議のメンバーのみなさんを対象と 

したミニ発表会 

 

【地域とつながることで】 

① 地域人材が大変有効な教育資源であることがわかったこと ② 地域・企業も、中学生の力を求めている

ことがわかったこと ③ 教師自身が改めて学校教育の意義を見つめ直すことができたこと 等の成果を得るこ

とができた。地域や企業、大学、海外の教育機関など多様な人々との教師の出会いが、新たな生徒の学びの扉

を開き、活動の幅を広げてきた。生徒が自ら地域課題に向き合い、社会とつながる経験を重ねることが、将来グ

ローバルな視点を持った人材の育成につながると確信する。今後も更なる改善と発展を目指して、地域人材と

の交流を継続していきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

グローバル人材の育成に当たり、本校では英語科のみに焦点を当てるのではなく、カリキュラムマネジメ 

ントの充実という側面から、各教科の授業をはじめ教育課程全体で育くむべきものと捉え研究実践を行っ 

てきた。授業実践においては、内容ベースの授業づくりから資質・能力ベースの授業づくりへの転換を図る 

とともに、単元構想をいかに描くかに腐心した。実践を積み重ねる中で原点回帰したことは、教員自らが授 

業改善に関心をもつべきであること、教師こそ主体的に学ぶ存在であるべきことという構えを持つことであ 

る。その上に立って組織的な研究を進め、発信力強化の育成を図るための実践を積み重ねてきた。子供を 

取り巻く社会状況は刻一刻と変動を続け、不確実である。本校が設定した「グローバル人材の定義」や目 

指す姿、そしてその具現化に向けた研究実践は、変動的で不確実な社会の中にあって、凛と立つ人であっ 

てほしいとの願いをこめたものである。 

柱１ グローバル人材育成の土台づくり 

柱２ 確かな土台の上に立つ全方位の授業実践 

柱３ 汎用性の向上へ 

 

 

 

開かれた教科横断と授業改善 

授業の質的改善を目指した 

校内研究の質的向上に向けて 

      

 

グローバル人材の育成を目指した研究とは・・・？ 

【R7 4月 第１回校内研修】 

 

【二本柱の設定と教科部会の充実】 
○グローバル人材の定義の設定 

○自教科とのつながりの検討 

・大学教授等の先行研究者招聘 

・校区内小学校への連携授業提案 

・先進校視察 

○生徒用洋書購入等の環境整備 

○各教科等の単独の取組で 

○教科等横断的な取組で 

○総合的な学習の時間をはじめとする 

様々な体験活動で 

○国際交流をはじめとする多様な人との 

 かかわりで 

○生徒会活動の取組で 

・・・すべての教科等がその主体であることへの 

自覚を持つ。 

・・・PDCAサイクルの検証とセットに。 

○カリマネの視点からのグローバル教育のとらえなおし 

○７つのグローバルな視点による授業づくりの見つめな 

 おし（単元構想） 

○ユニット学習の導入（学年単位で。教科のペア単位で。） 

○発信力強化を意識した学年経営、学級経過経営、 

教科経営の取組 

★７つのグローバルな視点による教育活動 

・・・グローバル人材育成の広がりを目指して。 

 

 
三年次



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※ １→当てはまらない  ２→当てはまる） 

○まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査部 アンケート（指標）の実施と分析 

 鎮西学院大学の留学生との交流活動等、異な

る文化をもつ人との交流を通して、相互理解・

国際理解の意識を高めることができた。その結

果、８割を超える生徒が高い評価をしている。 

 ３年生の４月当初と９月に実施した結果を比

較すると、夏の平和校外学習等の成果から楽し

いと感じている生徒の割合は大きく上昇した。 

 各学年で、肯定的に感じている生徒は、８

割を超え、授業や体育大会や合唱コンクール

などの学校行事でよりよいものをつくりあげ

ようとする意識が高まった。 

 外部講師を招いたクロストークや全校生徒が

一堂に会した中での議論等を通して、お互いに

意見交換をし、共有することで、肯定的に感じ

ている生徒は７割を超えている。 
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 ７つの視点に関するアンケートをとった結果、どの視点においても肯定的に感じている生徒は、

約７割に及んでいる。どの学年も各教科の活動や特別活動での取組の成果が少しずつ表れ始めてい

る。特に異文化理解に資する項目に高い結果が出ていることを嬉しく思う。 

また、３年間の研究の結果である３年生のアンケート結果を見ると、たくさんの経験を積むこと

により、生徒の「自分の思いや考えを伝えたい」という意識は向上したと言える。今後は我々教師

も、生徒が自分の考えを自分の言葉で表現し、それを他者から受け入れられ、認められる喜びを感

じさせる。そういう授業づくりを追求し続けたい。 


